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報　告　書
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株主の皆様へ

株主の皆様には平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

当社は２０２４年３月３１日をもって第９０期を終了いたしましたので、当社グループの

営業の概要ならびに決算につきましてご報告申し上げます。

当連結会計年度の概況

　当連結会計年度の世界経済は、米国は堅調な個人消費に支えられ底堅く推移したものの、中国は不動産市況の落込み

を背景に減速基調となりました。

　わが国におきましては、個人消費が回復基調となり、輸出も欧米向けに自動車が増加しましたが、年度後半では足踏

み状態となりました。

　そのような環境下、エレクトロニクス市場におきましては、半導体不足の緩和により自動車向け需要は堅調に推移し

たものの、スマートフォンやパソコン等の需要減に伴い供給制約下で積み上がった在庫の調整が長引いたことを主因に、

電子部品需要は総じて停滞基調となりました。

　こうした状況のなかで、当社グループ（当社および連結子会社）におきましては、付加価値率の高い新分野への拡販

を図る一方、生産効率の改善に努めました。

　その結果、当連結会計年度の業績は、売上高が４０，８１１百万円（前期比△１０．２％）、営業利益は２，２７１百万円（同

△２２．８％）となり、経常利益は円安進行に伴い為替差益７０７百万円を計上したことから３，１０７百万円（同△１３．２％）、親

会社株主に帰属する当期純利益は２，５３８百万円（同＋２９２．０％）となりました。

財政状態

（資産、負債および純資産の状況）

　当連結会計年度末は前連結会計年度末に比べ、総資産は現金及び預金が増加したものの、売上債権および棚卸資産が

減少したことなどから１，３３４百万円の減少となり、負債は仕入債務の減少、借入金の純減などから４，３３３百万円の減少と

なりました。
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株主の皆様へ

　純資産は前連結会計年度末に比べ、２，９９９百万円の増加となりました。うち、株主資本は、親会社株主に帰属する当

期純利益により２，５３８百万円増加し、剰余金の配当により４６０百万円減少した他、子会社の新規連結により１３０百万円増

加し、自己株式の取得等により２９４百万円減少したことなどから１，９２６百万円の増加となり、その他の包括利益累計額は、

アジア通貨高円安による為替換算調整勘定の増加を主因に１，０７３百万円の増加となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

　当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下 ｢資金｣ という。）は、前連結会計年度末に比べ

１，７６４百万円増加し、８，０１８百万円となりました。

　営業活動の結果得られた資金は４，５１９百万円となりました。これは、税金等調整前当期純利益３，０９２百万円、減価償却

費１，０１７百万円に対し、売上債権が２，１５５百万円、棚卸資産が１，３４９百万円、仕入債務が１，９４９百万円それぞれ減少したこ

とが主因であります。

　投資活動の結果使用した資金は７３７百万円となりました。これは、固定資産の取得による支出６９８百万円などによるも

のであります。

　財務活動の結果使用した資金は２，４７６百万円となりました。これは、借入金の純減１，５１０百万円、配当金の支払い

４６０百万円、自己株式の取得による支出３００百万円などによるものであります。

次期の見通し

　世界経済は、米国のインフレおよび金融引締めによる景気減速懸念や中東やウクライナ情勢など地政学リスクの高ま

りを背景に先行き不透明な状況にあります。

　エレクトロニクス市場におきましても、自動車向け需要は堅調に推移すると見込まれる一方、民生用電子機器の需要

に依然力強さが見られず、回復時期につきましては予断を許さないものと考えており、当社といたしましては、自動車

の電子化、機器の高機能化、IoTなどの技術革新が進む市場の変化に対応した取り組みに努めてまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　　下 坂 立 正
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連結財務諸表

連結貸借対照表（２０２４年３月３１日現在）�
（単位：百万円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

　流動資産 ２９，０２９ 流動負債 １１，４９２

　　現金及び預金 １０，１１２ 　支払手形及び買掛金 ５，７３６
　　受取手形及び売掛金 ８，０１６ 　短期借入金 ３，８５６
　　商品及び製品 ２，０５９ 　未払法人税等 ２５０
　　仕掛品 ３，６２２ 　賞与引当金 ４０２
　　原材料及び貯蔵品 ３，５６９ 　その他 １，２４６
　　その他 １，６７６ 固定負債 １０，０４６

　　貸倒引当金 △２８ 　長期借入金 ５，７２０
　固定資産 １２，６１６ 　リース債務 １６６
　　有形固定資産 ８，５６２ 　繰延税金負債 ６
　　　建物及び構築物 ２，５７０ 　再評価に係る繰延税金負債 ３１０
　　　機械装置及び運搬具 ２，９４４ 　退職給付に係る負債 ３，７７４
　　　土地 ２，７３７ 　その他 ６７
　　　その他 ３１０ 負債合計 ２１，５３８

　　無形固定資産 ２７４ （純 資 産 の 部）

　　投資その他の資産 ３，７７９ 株主資本 １６，８１２

　　　投資有価証券 １，４１７ 　資本金 ５，２００
　　　繰延税金資産 １，１１５ 　資本剰余金 ５，０３７
　　　その他 ２，２６７ 　利益剰余金 ８，０２５
　　　貸倒引当金 △１，０２０ 　自己株式 △１，４５０

その他の包括利益累計額 ３，２９４

　その他有価証券評価差額金 ４００
　土地再評価差額金 ６５２
　為替換算調整勘定 ２，２２９
　退職給付に係る調整累計額 １２
純資産合計 ２０，１０６

資　産　合　計 ４１，６４５ 負債・純資産合計 ４１，６４５
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結財務諸表

連 結 損 益 計 算 書
（２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日まで）� （単位：百万円）

科　　目 金　　額

売上高 ４０，８１１

　　売上原価 ３３，２６０

売上総利益 ７，５５０

　　販売費及び一般管理費 ５，２７８

営業利益 ２，２７１

　営業外収益 ９８５

　　受取利息及び受取配当金 １３５

　　為替差益 ７０７

　　その他 １４２

　営業外費用 １４９

　　支払利息 ７０

　　その他 ７８

経常利益 ３，１０７

　特別利益 １９８

　　固定資産売却益 ２

　　取引先関連事業損失戻入益 １０６

　　保険解約返戻金 ４７

　　その他 ４２

　特別損失 ２１４

　　固定資産売却損 １

　　固定資産除却損 ５２

　　減損損失 １４６

　　その他 １３

税金等調整前当期純利益 ３，０９２

　　法人税、住民税及び事業税 ５４９

　　法人税等調整額 ３

当期純利益 ２，５３８

親会社株主に帰属する当期純利益 ２，５３８
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）
（２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日まで）� （単位：百万円）

科　　目 金　　額

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益 ３，０９２

　減価償却費 １，０１７

　減損損失 １４６

　売上債権の減少額 ２，１５５

　棚卸資産の減少額 １，３４９

　仕入債務の減少額 △１，９４９

　その他 △１，２９１

　　営業活動によるキャッシュ・フロー ４，５１９

投資活動によるキャッシュ・フロー

　固定資産の取得による支出 △６９８

　投資有価証券の取得による支出 △２

　その他 △３７

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △７３７

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純減額 △１，９５０

　長期借入金の純増額 ４３９

　自己株式の取得による支出 △３００

　配当金の支払額 △４６０

　その他 △２０４

　　財務活動によるキャッシュ・フロー △２，４７６

現金及び現金同等物に係る換算差額 ３８１

現金及び現金同等物の増加額 １，６８６

現金及び現金同等物の期首残高 ６，２５３

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 ７８

　　現金及び現金同等物の期末残高 ８，０１８
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結決算ハイライト

■　2023年度
   製品別売上高構成比

■　2023年度
   市場別売上高構成比
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■　１株当たり当期純利益 ■　純資産額
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■　自己資本比率
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所有者別 
 

個人　　　　 6,426名
4,880,885株  

その他法人　104名  
1,008,178株（10.90％）

 

金融商品取引業者　38名  
176,110株（1.90％）

金融機関　13名  
983,422株（10.63％） 

外国法人等　58名  
495,166株（5.35％）

信託銀行　9名  
618,400株（6.69％）

自己株式　1名  
1,087,938株（11.76％）

（52.77％）
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連結決算ハイライト

社 名 北陸電気工業株式会社

英 文 社 名 HOKURIKU�ELECTRIC�INDUSTRY�CO.,�LTD.

所 在 地 〒９３９−２２９２　富山県富山市下大久保３１５８番地

T E L ０７６−４６７−１１１１

F A X ０７６−４６８−１５０８

U R L https://www.hdk.co.jp/

設 立 １９４３年（昭和１８年）４月４日

資 本 金 ５，２００百万円

事 業 内 容

固定・可変・チップ等各種抵抗器、圧力・加速度・
湿度等各種センサ、モジュール製品、ペーストスルー
ホール基板等各種電子部品の開発・製造・販売、そ
の他の事業

株　主　名 持　株　数

北電工取引先持株会 � 千株４７７　　

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） ４２１

株式会社�フェローテックホールディングス ４１０

北電工従業員持株会 ３７５

株式会社�北陸銀行 ３３１

株式会社�北國銀行 １７３

前田建設工業株式会社 １６４

吉田知広 １５４

株式会社�富山銀行 １３９

DFA�INTL�SMALL�CAP�VALUE�PORTFOLIO １１３

（注）　１．�当社は自己株式１，０８７千株を所有しておりますが、上記大株主から除外しており
ます。

　　　２．株式数は、千株未満を切捨てて表示しております。

会社の概況（２０２４年３月３１日現在）

■� 株 式 の状況

発行可能株式総数� � ………………………………………� 25,000,000株

発行済株式の総数� � …………………………………………� 9,250,099株

株　主　数�� …………………………………………………………� 6,649名

■� 大 株 主（上位１０名）

■� 会 社 概要

■� 所 有者別分布状況

代表取締役社長…………………………………… �下
しも

　坂
さか

　立
りゅう

　正
しょう

取締役会長………………………………………… �多
た

　田
だ

　守
もり

　男
お

取締役……………………………………………… �西
にし

　村
むら

　裕
ゆう

　司
じ

取締役……………………………………………… �村
むら

　上
かみ

　吉
よし

　憲
のり

取締役……………………………………………… �安
あん

　藤
どう

　正
まさ

　人
と

取締役常勤監査等委員…………………………… �杉
すぎ

　本
もと

　　　学
まなぶ

取締役監査等委員………………………………… �北
きた

之
の

園
その

　雅
まさ

　章
ゆき

取締役監査等委員………………………………… �菊
きく

　島
しま

　聡
さと

　史
し

取締役監査等委員………………………………… �井
い

　村
むら

　一
かず

　明
あき

取締役監査等委員………………………………… �坪
つぼ

　川
かわ

　貞
さだ

　子
こ

（注）　�北之園雅章氏、菊島聡史氏、井村一明氏および坪川貞子氏は社外取締役
であります。

■� 取締役および監査等委員である取締役（２０２４年６月２７日現在）
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製品紹介

［フォースセンサ］

［抵抗式湿度センサ］

［自動車用センサ］

［圧力センサ・圧力センサモジュール］

［容量式湿度センサ］

小型フォースセンサ（０〜１０Ｎ検知タイプ）

抵抗式湿度センサ

自動車用センサNTCサーミスタ

小型・薄型で１０N以下の
微小荷重検知が可能なセ
ンサです。小型低背であり、
更に出力がリニアで使いや
すく、荷重の微小変化や強
弱が検知できるため、調理
家電やスタイラスペン等各
種アプリケーションに対応
可能です。

快適な生活空間に欠かせな
い湿度センサ。当社の抵抗
式湿度センサは、1986年よ
りエアコンや除湿機、事務
用機、更には自動車等各種
用途向けに幅広く使用され
ており、高い実績と信頼性
を得ています。

自動車用センサは、高精度であること
に加えて厳しい環境変化にも十分機能
することができる様に高い信頼性が求
められます。当社では、これらのニーズ
に対応した各種自動車用センサをライン
ナップしております。

樹脂コートタイプ、サーミスタ素子をラインナッ
プしております。樹脂コートタイプは、独自の
絶縁コート剤により高い防湿性（耐煮沸性）
を実現しており、エアコン等の家電用の他、
信頼性が要求される自動車用（室内温、外
気温、吸気温、水温等）にも使用可能です。

ピエゾ抵抗式の半導体圧力センサです。センサ
単体の他、水位検知、ガス圧検知等の各種
圧力センサモジュールをラインナップしています。
中でも水位センサモジュールは、ミリメートル単
位の検知が可能で非常に高精度であり、またア
ナログ出力、デジタル出力タイプを取り揃えて
おり、更に取付けタイプも基板取付けタイプ、
フランジねじ取付けタイプを用意し、洗濯機や
食器洗い機、エコキュート等各種水位センシ
ングのニーズに対応しています。

以前から実績のある抵抗式湿度センサに加え、
新たに２mm角と超小型サイズの容量式湿度
センサをラインナップに加えました。
抵抗式では計測が困難であった０%RH〜１００
%RHの広範囲の計測が可能です。
更に応答時間が世界最速（既存品の１０秒程
度から１秒以内まで応答性を改善）である高速
応答タイプ容量式湿度センサも開発しました。

圧力センサ・圧力センサモジュール

容量式湿度センサ

各種センサ群 �

車載用やIoT機器を中心として幅広い用途に使用されています。
［NTCサーミスタ］

I o T 関 連 商品 �

ヤマシスト
YAMAssist

産業車両用IoTシス
テム専用端末

産業車両用IoTシステム
専用端末を産業車両に取り付けること
により、位置情報を検知することに加
え、端末機に内蔵の各種センサを使用
し稼働情報、危険運転操作情報を検
知することができます。データはクラウ
ド上にアップロードされ、アプリを介し
てリアルタイムに情報が把握できます。

双方向通信の登山者
位置検知システム
YAMAssist
スマホ圏外でも①助け
を呼べる②登山者を
捜せるシステムです。更
に端末同士での定型
文やりとりも可能です。

見守り（子供、高
齢者等）・気象観
測・農業等をサ
ポートする屋外型
センサーネットワー
クシステムです。
太陽電池を使用し

ているため電池や配線工事が不要です。

SPRC2（屋外型ソーラー・無
線モジュール/LTE-M/LPWA・
センサーソリューション）
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製品紹介

［圧電部品］

［機構部品］

［耐サージ形高電力チップ抵抗器］［耐アーク性チップヒューズ］［金属板抵抗器］ ［JAXA認定チップ抵抗器］

［ペーストスルーホール基板］

高信頼性チップ抵抗器

独自の圧電材料技術、積層技術により
生み出される圧電サウンダー、スピー
カー、アクチュエーター等の圧電部品は、
省エネで薄型であり、車載用や民生用
に幅広い分野で使用されています。

車載電装品、生活
家電等の製品に欠
かせない各種チッ
プ部品。当社では
０４０２サイズの超小
型チップ抵抗器の
他、チップネット
ワーク抵抗器、

チップ半固定可変抵抗器、また電流検出用チップ低抵抗
器、耐硫化チップ抵抗器、耐サージチップ抵抗器、高電
力チップ抵抗器（長辺電極チップ抵抗器）等の高機能チッ
プ抵抗器、チップヒューズ等各種チップ部品を取り揃えて
おります。

先端実装技術を駆使したモジュール製品。従来からの民生用液晶モジュールに加え、
車載液晶モジュールや自動車用メーターパネル等の各種車載用モジュールを拡大す
るとともに、白物家電、ヘルスケア等各種分野へ幅広く展開しております。

ますます電子化が進展す
る自動車。当社のペースト
スルーホール基板は、民
生用電子機器の他、自動
車のメーターパネル用とし
ても使用されております。

各種電子回路機能モジュール 実装モジュール

タクティールスイッチ

金属板抵抗器

銀・銅ペーストスルーホール基板

圧電振動板 圧電サウンダ・スピーカー

主要製品

［モジュール製品］

高 付加価値チップ抵抗器 �

あらゆる機
器に使用さ
れ るタク
ティールス
イッチ。当
社では、汎
用タイプの
他、白物家

電向けの防水タイプも製品化しており、
更に端子形状もリードタイプ・表面実装
タイプをラインナップしております。

サージ 耐
圧、耐パル
ス性に優れ
たチップ抵
抗器です。
従来同サイ

ズ品に比べて定格電力が大きく車載
用に最適です。

独自の素材、
構造によって
１６０８サイズ
の小型であり
ながら高定

格電圧で強力なアーク抑制特性を
実現した速断タイプのチップ
ヒューズです。

電流計測
用のチッ
プタイプ
の金属板
抵抗器で

す。数mΩの超低抵抗まで製
造可能です。 JAXA認定の宇宙用の高

信頼性チップ抵抗器です。

耐サージ形高電力チップ抵抗器

耐アーク性チップヒューズ

［各種チップ部品］

各種チップ部品
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■　国内拠点 ■　海外拠点
本社

モジュールシステム事業本部モジュールシステム事業本部

機構部品楡原工場機構部品楡原工場
ピエゾ工場

機構部品楡原工場

ピエゾ工場

モジュールシステム事業本部

センサ工場

HOKURIKUグローバルネットワーク
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HOKURIKUグローバルネットワーク

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

一 単 元 の 株 式 の 数 100株

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社�証券代行部
東京都府中市日鋼町１−１�電話　0120−232−711（通話料無料）
受付時間　月〜金　9：00〜17：00（土・日・祝日を除く）
郵送先　〒137−8081� 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社�証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 東証スタンダード市場

公 告 の 方 法
電子公告により行います。
公告掲載URL　https://www.hdk.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

【お知らせ】
株券電子化によるご注意
１．�株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主
名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお
取次ぎいたします。

３．�配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこ
ととなりました。従来同封いたしておりました当社専用の「配当金振込指定書」は同封を取りやめております。振込指定
のお手続きにつきましては詳しくは各口座管理機関にお問い合わせください。

４．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株式事務のご案内

記載の連結財務諸表等の詳細につきましては、

当社のホームページのIR情報の決算情報にて

ご覧いただけます。 https://www.hdk.co.jp/
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